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１．氏名・グループ名及び研究テーマ

氏 名（グループ名） 大間原発フルＭＯＸ研究会 大場 一雄

連絡先・所属など 函館市堀川町26-3

調査研究・研修のテーマ 大間原子力発電所フルＭＯＸの安全性研究

２．調査研究・研修結果の概要

公開学習会を４回、内部検討会を６回行いました。目的の一部である大間原発訴訟への資料、情

報の提供でいえばかなりの効果があったと思っています。例えば、武本和幸さんの参加によって地

震、火山について現地調査を繰り返して疑問点を質問状として提出したこと。またその結果、地元

の地質研究家と検討を繰り返して、六ヶ所や東通、むつの断層問題に発展したことなどです。

これまでは年に１～２回しか自力でできなかった講師に来函していただいての学習を集中的に行

なうことで、市民に知る機会を提供できました。特に2007年2月、4月、5月の公開学習会は毎回新

しい参加者が増えましたし、6月には函館と現地大間町で学習会を開催することができました。原

子炉設置許可が出されようとしている現在、フルＭＯＸの実態を市民に広げる活動は不十分ではあ

りますが、成果はあったものと思います。

その他、現地調査の継続、研究の成果を函館市への提言として発信することを継続したいと思い

ます。

３．調査研究・研修の経過

２００６年３月２４日 第１回公開学習会 講師 武本和幸さん

２５日 第１回内部検討会 講師 武本和幸さん

４月 ９日 「４・９反核燃の日青森市民集会」にて報告（大場）

２２日 函館・「下北」から核を考える会「原発夜話」 講師 野呂美加さん

５月１９日 熊谷あさ子さん逝去

２０日 函館ＹＷＣＡ「大間現地ツアー」にてガイド（大場他）

２８日 函館メンバーによる会議

６月 １日 第２回内部検討会 講師 小林圭二さん

１６日 第２回公開学習会 講師 武本和幸さん

７月１５日 「再処理反対集会」にて報告（大場）

１６日 大間現地調査

２２日 ストップ大間原発道南の会第１２回総会

８月５～６日 大間現地調査

１１日 電源開発㈱に公開質問状提出

２０日 第３回内部検討会

９月 ３日 原子力資料情報室「下北ツアー」大間にて報告（大場）

２３日 北海道教職員組合渡島支部教研集会分科会にて報告（大場）

３０日 函館メンバーによる会議
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１０月 ３日 「公開質問状」に関する議員ヒアリング

１４～１５日 大間現地調査

１１月 ３日 第４回内部検討会

８日 大間原発訴訟準備会設立説明会

２５日 「再処理反対秋の共同行動」にて報告（大場）

３０日 函館中部高校定時制「総合学習の時間」にて報告（大場）

１２月 ４日 「変動地理学」学習会参加（大場）

７日 大間原発訴訟準備会発足

１７日 「下北半島の断層」学習会参加（林）

２００７年１月１０日 第５回内部検討会

２月１７日 第３回公開学習会 講師 平野良一さん

３月 ３日 「下北半島の断層」学習会参加（林）

４月 ３日 第６回内部検討会

６日 第４回公開学習会 講師 小出裕章さん

３０日 函館メンバーによる会議

４．調査研究・研修の成果

・公開学習会、内部検討会

「柏崎刈羽６・７号機ＡＢＷＲ原子炉の事故、トラブルの実態」（武本和幸さん）

「フルＭＯＸの危険性は何か」（小林圭二さん）

「新たな耐震指針の問題点とフルＭＯＸ」（武本和幸さん）

「ＡＢＷＲ炉の危険性」（上澤千尋さん）

「核燃サイクル政策と大間原発」（平野良一さん）

「大間原発－破滅への道」（小出裕章さん）

・現地調査

2006年7月16日、8月5～6日に大間原発建設予定地及び周辺地域の地質、断層調査を行った。

また、10月14～15日に再度確認調査を行なった。

2007年3月30～31日には、付け替え国道共用開始（4月1日より）によって従来の通路が

通行できなくなるため、現地にて現況の確認を行なった。

５．対外的な発表実績

・函館市商工観光部工業課長外２名に提言（０７．２．７）

・函館市商工観光部工業課長に提言（０７．４．１７）

・函館市議会議員議会質問への助言（０７．３．７）

・公開学習会 武本和幸さん、平野良一さん、小出裕章さん

・北海道教職員組合教研集会分科会

・函館中部高校定時制「総合学習の時間」
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６．今後の展望

研究開始直後の２００６年５月に、大間現地で土地を売らずに反対を貫いていた熊谷あさ子さん

が急逝されたのは精神的にも大きな痛手でした。その遺志を継ぐご遺族の協力を得て現地調査を続

けられましたので、今後も地質や断層の調査、検証を行い情報を公開し周知をはかりたいと考えま

す。

更に、２００６年１０月の耐震指針の改定や、２００７年３月各電力会社の事故の隠蔽、データ

隠しなどの発覚では、ＡＢＷＲ炉でも制御棒の脱落が明らかになったことによって、大間原発のフ

ルＭＯＸの安全性についての研究の重要性が増していると思います。更にデータを収集し情報公開

等で資料を集めて研究を継続し、定期的な報告の機会も考慮してゆきたいと考えています。

高木基金へのご意見

２．にも書きましたが、連続して研究、学習出来たのは高木基金の助成によるものであり、心か

ら感謝申し上げます。この成果を今後の活動に生かしてゆきますので、宜しくお願い致します。

高木基金が主催して、遠方の講師による講演会ツアーのようなものを企画していただければと思いま

す。函館ではまだしも、大間や戸井地区では人員も予算も乏しいのが現状です。旅費謝礼を負担してい

ただいて、運営は地元の団体で、各地域に生活に根ざした科学を伝えられるのではと。


